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【内容要旨】（1,200 字以内） 

 

背景：尿管結石の主たる痛みは背部痛・側腹部痛・下腹部痛である。

その痛みは非特異的であり、大動脈瘤・急性膵炎等で生じる痛みに

類似し、理学的所見のみでは鑑別に難渋する場合が多い。診断時の

見逃しを少なくするために、尿管結石の多くは単純及び造影 CT 検査

で診断されてきたが、尿管結石は再発性の疾患であり、複数回の CT

検査による放射線被爆の増加、造影剤使用によるアナフィラキシー

ショック発症の可能性が懸念されていた。尿管結石の診断において

低線量単純 CT の有用性が報告されており、現在はその使用が推奨さ

れている。Moore らは性別、疼痛持続時間、人種、嘔気・嘔吐、尿潜

血の 5 項目から尿管結石を推定する”STONE スコア” を作成し、高

リスクであれば低線量 CT を行うプロトコールを提唱した。しかしな

がら、項目の 1つに「人種」があるため、STONE スコアが本邦では有

用でない可能性が指摘されていた。こうした背景から私は、日本海

総合病院で 2007 年～2015 年度に背部痛・側腹部痛・下腹部痛を主訴

に救急外来を受診した患者を後ろ向きに調査し、尿管結石診断スコ

ア（CHOKAI スコア）を新規に開発した。CHOKAI スコアは、嘔気/嘔

吐、水腎症、尿潜血、尿管結石の既往、性別、年齢、疼痛持続時間

の７項目で構成され、13 点満点中 6 点以上であれば 98.6%の確率で

尿管結石を診断できるスコアである。その有用性及び妥当性を私は

単一施設で検証し(Internal validation)、CHOKAI スコアが STONE

スコアに比べて尿管結石をより良くスクリーニングできることを示

した。この CHOKAIスコアが、他施設でも有用かどうか外部検証する

こととした（External Validation）。 

 

方法：山形大学医学部附属病院、公立置賜総合病院、釧路市立総合

病院、山形市立病院済生館、山形県立中央病院の 5 施設で研究した。

背部痛、側腹部痛、下腹部痛を主訴に 2017 年 11 月～2018年 10月ま

でに救急外来または泌尿器科外来を受診した 15歳以上の患者を対象

とし尿管結石患者 84 例、非尿管結石患者 40 例、計 124 例を組み入

れた。Primary endpoint は AUC とした。 



 

結果：CHOKAI スコアは AUC 0.956 (95% CI, 0.920–0.992)であった

のに対し、STONE スコアは AUC 0.883 (95% CI, 0.826–0.940)であっ

た。p=0.0028 であり CHOKAI スコアは STONE スコアに比べ優位に尿管

結石の診断能に優れたスコアリングシステムであった。また CHOKAI

スコアの陽性尤度比は 9.286 (3.658–23.57)、陰性尤度比は 0.079 

(0.036–0.173)であり、尿管結石のスクリーニングツールとして非常

に有用なスコアリングシステムであることが示された。 

 

結論：尿管結石のスクリーニングにおいて、CHOKAI スコアは STONE

スコアよりも優れたスクリーニングツールである可能性があること

が示された。 






